
カーボンニュートラルとSDGsの達成へ膜技術で貢献
〜 先端膜⼯学研究センター 〜

世界的課題である⽔不⾜、地球温暖化、エネルギー問題
の解決、および資源循環、プロセス強化による

カーボンニュートラルと持続的社会の実現を⽬指す

社会実装

⾰新膜の開発
市場調査

⾰新膜による「⽔」・「⼤気」環境保全、「エネルギー」創出、
「資源」循環、膜「プロセス」強化

先端膜⼯学研究センター

• ⾰新膜の社会実装によるカーボンニュートラルと持続的社会の実現
• 国内唯⼀の膜⼯学研究拠点として更なる発展・拡⼤、国際連携ネットワークの強化
• 企業連携、⽂理融合による⾰新膜技術の社会実装の加速化

多くの国際連携
ネットワーク

企業連携
ネットワーク

⼯学・科学技術イノベーション・理学・農学・海事科学

アジアやオーストラリア、
欧⽶にある世界の計
14の膜センターと研究
協⼒協定を締結

•膜国際Workshop
(iWMK)を毎年開催

•国際共同研究
•研究者の⼈材交流

企業との連携で開発し
たCO2分離膜や⽔処理
膜技術により2020年度
社会実装3件

•産学連携の推進
•実践型教育

（⼀社）先端膜⼯学
研究推進機構の設⽴
（企業会員数約80社）⽔環境問題

下⽔・浄⽔処理
海⽔淡⽔化

地球温暖化
CO2分離回収

エネルギー
浸透圧発電
バイオガス

資源循環
アンモニア
分離回収

プロセス強化
有機溶剤分離

膜⼯学国際共同
研究コンソーシアム

の実現へ

脱炭素社会
SDGs


